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第６学年算数科学習指導案 

令和７年１０月２２日（水）第５校時 

じっくりコース１０名 

指導者       

場所  ６年 教室 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 データの調べ方 

２ 単元の目標と評価規準 

代表値の意味や求め方、度数分布表やヒストグラム（柱状グラフ）、統計的な問題解決の方法について

理解し、目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて

問題の結論について判断したり、その妥当性について考察したりする力を養うとともに、統計的な問題

解決の過程について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に粘り強く考えたり、今後の生

活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単

元

の

評

価

規

準 

代表値の意味や求め方、度数

分布表やヒストグラム（柱状

グラフ）、目的に応じてデータ

を収集したり適切な手法を選

択したりするなど、統計的な

問題解決の方法について理解

している。 

目的に応じてデータを集めて

分類整理し、データの特徴や傾

向に着目し、代表値などを用い

て問題の結論について判断す

るとともに、その妥当性につい

て批判的に考察している。 

統計的な問題解決の過程につ

いて、数学的に表現・処理した

ことを振り返り、多面的にと

らえ検討してよりよいものを

求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気付き学習したこ

とを今後の生活や学習に活用

しようとしたりしている。 

３ 単元について 

（１）学習の関連と発展 

【４年】            【６年】            【中学１年】 

 

 

 

 

 

【５年】                            【中学２年】 

 

 

 

 

折れ線グラフと表 

・折れ線グラフ 

・二次元表 

帯グラフと円グラフ 

・帯グラフと円グラフ 

・統計的な問題解決の方法 

平均 

・測定値としての平均 

データの調べ方 

・代表値（平均値、最頻値、

中央値）、ドットプロッ

ト、度数分布表、ヒスト

グラム 

・統計的な問題解決の方法 

・ヒストグラム、相対度数 

・統計的な問題解決の方法 

・四分位範囲、箱ひげ図 

【研究主題】  学びに向かう力を育む算数科指導の充実 
      ～「ふりかえろう」「やってみよう」を引き出す授業づくり～ 

【研究仮説】 

 都や国の調査から児童の課題を分析し、児童が自らの学習状況を把握して調整する時間を設けたり、場

を設定したりすれば、学びに向かう力が育まれ、確かな学力を身に付けることができるだろう。 
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（２）学習指導要領との関連 

 学習指導要領、第６学年の内容「D データの活用」には、以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童の実態 

（１）都意識調査より 

 番号 質問項目 当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

 

粘
り
強
さ 

４(１) できるようになるまで、くり返し練習している ６７．１ ８１．１ 

４(２) 難しいと感じる問題でも最後まであきらめずに取り組んでいる。 ８２．９ 

４(３) 分からないことがあっても、わかるまで学習を続けるようにしている。 ８７．１ 

４(４) 集中して学習に取り組んでいる。 ８７．１ 

 

調 

整 

４(５) どうやったらうまくいくかを考えながら学習を始めるようにしている。 ７２．９ ７６．１ 

４(６) 学習の途中で分からないところやできないところはどこかを考えている。 ７５．７ 

４(７) 学習をしてもできるようにならないときは、学習の方法を変えたり工夫したりしている。 ７０．０ 

４(８) テストでまちがえたときは、なぜまちがえたのかを考えている。 ８５．７ 

 
対 

話 
４(９) 他の人と意見が違ったときは、質問をして相手の考えを確かめている。 ６７．１ ６６．４ 

４(10) 分からないときは、他の人や先生に質問して解決している。 ６８．６ 

４(11) 自分が考えたことを、すすんで他の人や先生に伝えようとしている。 ５７．１ 

４(12) 他の人と相談して、よい考えをみつけようとしている。 ７２．９ 

 

理 

解 

４(13) 学習していて分からない言葉があれば、すぐに質問している。 ６５．７ ８０．７ 

４(14) どうしてそうなるのかという理由を考えながら学習をしている。 ８４．３ 

４(15) 答えだけでなく、考え方や途中の式なども確かめながら学習している。 ８０．０ 

４(16) 大切な言葉は、意味を理解して覚えるようにしている。 ９２．９ 

アンケート項目の大項目、「粘り強さ」と「理解」については、８割以上の児童が肯定的に回答してい

ることが分かる。一方、調整・対話、特に対話については否定的な回答が多いことが分かる。対話につい

ての児童の回答から、共通して見られることは、自らの考えや疑問を積極的に表現したり、他者に働きか

けたりする姿勢に課題があるという点である。そこで、自分の学びを主体的に調整し、他者との対話を通

じて学びを深め、自らの考えを進んで表現・発信できる児童を育てていきたい。 

（１）データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

ように指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）代表値の意味や求め方を理解すること。 

（イ）度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解すること。 

（ウ）目的に応じてデータを収集したり適切な手法を選択したりするなど、統計的な問題解決の方

法を知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

（ア）目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用い

て問題の結論について判断するとともに、その妥当性について批判的に考察すること。 
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（２）全国学力・学習状況調査より 

 

全国学力・学習状況調査の「D データの活用」において、大問 1（2）の正答率は 33.8％、大問４

（２）の正答率は 54.9％と正答率が低かった。出題の趣旨を見ると、どちらも記述して説明すること

が求められていることが分かる。このことから、考えの理由や求め方を説明する力を付けていく必要が

あると考える。そこで、根拠を明らかにして自分の考えを説明できるように意識させたい。 

 

（３）レディネステストより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 レディネステストの結果から、既習内容につまずきのある児童が多いと分かる。平均、四捨五入の仕方

について、丁寧に押さえていきたい。本単元は、最頻値、中央値、ヒストグラムなど、新しい用語が多く

出てくる。積み重ねが苦手な児童だからこそ、新しい学習内容も児童が着実に理解できるようにする必要

がある。その意味を児童が理解し、用語・意味・その特徴を結び付けて考えられるよう留意していく。

Ａ
　
数
と
計
算

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
測
定

Ｃ
　
変
化
と
関
係

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的

選
択
式

短
答
式

記
述
式

本
校

東
京
都
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

本
校

東
京
都
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（２）

３(１)

ア(イ)

５(１)

ア(ア)

イ(ア)

○ ○ 33.8 34.0 31.0 4.2 1.2 0.9

４（２）
３(４)

ア(ア)

３(１)

ア(ア)

４(１)

イ(ア)

５(２)

ア(ア) ○ ○ 54.9 55.5 48.7 4.2 3.8 3.4
使いかけのハンドソープがあと何プッシュするこ
とができるのかを調べるために、必要な事柄を判
断し、求め方を書く

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を
解決するために必要な数量を見いだし、知りたい
数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記述で
きるかどうかをみる

正答率(％) 無解答率(％)

都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が増えたかど
うかを調べるために、適切なグラフを選び、出荷
量の増減を判断し、そのわけを書く

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増
減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述で
きるかどうかをみる

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

番号 ⑴式 ⑴答え ⑵① ⑵② ⑶① ⑶② ⑶③ ⑴式 ⑴答え

1 無 無 無 無 無

2 無 無 54 87 11 無 無

3 44 74 50~60 1000
(26-11)をす

ると答えが出

る

4
2+3+4+5+1

+0÷6 900 無 無

5 無 無 50 70 無 600 900 1000 無 無

6 4~5 540 870 1100 無 無

7 55~64 540 870

8 55~64 540 870 105 無 無

9 65~64 550 無 無

10
6×

(2+3+4+5+

1+0)
21点 56 60 56~60

11 9~10 無 無

12 無 無 無 無 無 無 無 無 無

13 15×6 90点 無 無 953 97 15 無 無

14 50 70 59~60 無 無 無 無 無

15 無 無 50 70 50~50 無 無 無 無 無

16 55 59 540 970

17 無 100~0 無 無

18
(2+3+4+5+

1)÷5 約3点 65~65

19 900

20 55~64 1000 無 無

21 2+3+4+5+1 15点 55 無 無 500 905 1005 無 無

22 無 無 無 無 無 無 無 無 無

23 55 59 55~59

24 無 無 540 870 無 無

252+3+4+5+1+0-6無 50 70 無 無 無 無 無 無

26 無 無 無 無 600 1000 A
最後が数が多

いから

27 無 無

28 無 無 無 無 無 無 無 無 無
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５ 単元の指導計画（全 10 時間） 

時 ねらい 
学習活動 

具体的な評価規準 
すいすいコース ぐんぐんコース じっくりコース 

１ 問題解決の進め方 

１
（
す
１
） 

〇単元の課題を設定す

る。 

・問題場面を設定し、データの特徴

を調べて判断するという単元の

課題を設定する。 

・３クラスのデータを比べるには、

どうすればよいか考え、比べ方に

ついて話し合う。 

・「平均値」について知る。 

・平均値を求めて比べることがある

ことをまとめる。 

・問題場面を設定し、データの特徴を

調べて判断するという単元の課題

を設定する。 

知・技 

データの特徴を調べるときに、平均値を用

いることがあることを理解している。 

態度 

平均値で比べることのよさに気づいてい

る。 

２
（
す
１
） 

 

〇代表値としての平均値

について理解する。 

・３クラスのデータを比べるには、 

どうすればよいか考え、比べ方に 

ついて話し合う。 

・「平均値」について知る。 

・平均値を求めて比べることがあ 

ることをまとめる。 

３
（
す
２
） 

〇データをドットプロッ

トに整理する方法を理

解し、データの散らば

りの様子を考察するこ

とができる。 

〇代表値としての最頻値

について理解する。 

・「ドットプロット」について知る。 

・３クラスのデータをドットプロットに表して、散らばりの様子を 

調べる。 

・「最頻値（モード）」について知る。 

・ドットプロットに表すよさ、最頻値を求めて比べることがあるこ 

とをまとめる。 

知・技 

ドットプロットに整理する方法や、データ

の特徴を調べるときに最頻値を用いること

があることを理解している。 

思・判・表 

散らばりの様子を調べる必要性について考

え、データを統計的に考察している。 

４
（
す
３
） 

〇データを度数分布表に

整理する方法を理解

し、読み取ることがで

きる。 

・跳んだ回数を５回ずつの区間に区切った表に整理する。 

・「階級」「階級の幅」「度数」「度数分布表」について知る。 

・表を考察して、散らばりの様子を調べる。 

・散らばりの様子を調べると、データの特徴が分かりやすくなるこ 

とをまとめる。 

知・技 

散らばりの様子を調べると、データの特徴

が分かりやすくなることを理解し、データ

を度数分布表に整理したり、度数分布表を

読み取ったりすることができる。 

じっくりコースは、第７時で使用する数値を、

表に書きためていく。 
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５
（
す
４
） 

〇ヒストグラム（柱状グ

ラフ）の読み方、かき

方について理解する。 

・「ヒストグラム（柱状グラフ）」について知る。 

・２、３組のデータをヒストグラム（柱状グラフ）に表す。 

・３クラスのデータを表したヒストグラム（柱状グラフ）を読む。 

・ヒストグラム（柱状グラフ）は、散らばりの様子を見るのに便利で 

あることをまとめる。 

知・技 

ヒストグラム（柱状グラフ）に表すとデー

タの特徴や分布の様子が分かりやすくなる

ことを理解し、ヒストグラム（柱状グラフ）

を読んだり、かいたりすることができる。 

態度 

ヒストグラム（柱状グラフ）から、データ

の特徴を見いだそうとしている。 

６
（
す
５
） 

〇代表値としての中央値

について理解し、代表

値としてまとめる。 

・「中央値（メジアン）」について知る。 

・３クラスの中央値を求める。 

・「代表値」について知る。 

知・技 

データの特徴を調べるときに、中央値を用

いることがあることや代表値について理解

している。 

７
（
す
６
） 

〇データの特徴や傾向に

着目し、問題に対する

結論を考え、代表値な

どを用いて判断するこ

とができる。 

・前時までの学習を基に、３クラスのデータについて、統計的な観点で調べ

て整理した表をつくる。 

・いろいろな比べ方をして、その比べ方や判断について話し合う。 

 

思・判・表 

データの特徴や傾向に着目し、問題に対す

る結論を考え代表値などを用いて判断した

り、結論や問題解決の過程が妥当であるか

どうかを別の観点や立場から批判的に考察

したりしている。 

態度 

データの特徴や傾向に着目し、問題に対す

る結論を考え、代表値などを用いて判断し

ようとしている。 
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８
（
す
７
）
本
時 

〇これまでの学習に関連

して新たな問題を設定

し、解決するとともに、

統計的な問題解決の方

法を理解する。 

・データのよいところを見付けて、理由を明確にして賞をつくる。 

 

知・技 

目的に応じてデータを収集したり適切な手

法を選択したりなど統計的な問題解決の方

法について理解している。 

 

す
８ 

〇これまでの学習に関連

して新たな問題を設定

し、データの特徴や傾

向に着目し、問題に対

する結論を考え、代表

値などを用いて判断す

ることができる。 

・データの特徴や傾向に着目し、分

析をする。 

・分析したことをもとに、分析の判

断や結論、問題解決の過程が妥当

であるかを友達と話し合う。 

・単元全体を振り返り、学んだこと

をまとめる。 

 思・判・表 

データの特徴や傾向に着目し、問題に対す

る結論を考え代表値などを用いて判断した

り、結論や問題解決の過程が妥当であるか

どうかを別の観点や立場から批判的に考察

したりしている。 

 

２ いろいろなグラフ 

９
（
す
９
） 

〇既習のグラフを組み合

わせたグラフの読み方

を理解する。 

・P.114 を読み、これまでの学習と関連させながら、統計的な問題解決の

方法について振り返り、まとめる。 

・いろいろなグラフを見て、既習のグラフとの違いを考える。 

・既習のグラフを組み合わせたグラフを読む。 

知・技 

いろいろなグラフの特徴を読み取ることが

できる。 

３ まとめ 

10 

 

10 

〇学習内容の定着を確認

するとともに、数学的

な見方・考え方を振り

返り価値付ける。 

・「たしかめよう」に取り組む。 

・「つないでいこう 算数の目」に取り組む。 

・自分で問題設定をし、統計的な問題解決に取り組む。（発展） 

知・技 

基本的な問題を解決することができる。 

思・判・表 

数学的な着眼点と考察の対象を明らかにし

ながら、単元の学習を整理している。 

態度 

単元の学習を振り返り、価値づけたり、今

後の学習に生かそうとしたりしている。 

（
す 

 

） 
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６ 研究主題に迫るための手立て 

高学年の目指す児童像 

粘り強さ：既習事項を活用し、よりよいものを求めて問題解決に向かう子 

 

 

 

 

 

 

調 整 ：振り返りや解き直しをして、よりよい問題解決の方法を見いだす子 

 

 

 

 

 

（１）粘り強さ 

（ア）単元構成の工夫 

   習熟度別指導を展開するためには、学習集団の特性に応じた指導を工夫することが重要である。

そこで、本単元では、学習に遅れやつまずきのある児童の学習集団（じっくりコース・ぐんぐんコ

ース）においては、教科書の内容・時間数で進めていくが、必要に応じて、前学年までの既習事項

の学び直しや反復学習などの振り返りを丁寧に行う。また、習熟が早く、更に学習を進めていきた

い児童の学習集団（すいすいコース）においては、第１時と第２時を１単位時間で行い、第８時で

新たな問題による発展的な指導を行う。 

 

（イ）机間指導での価値付け 

   児童が考えていることを認め、励ますように机間指導をしていく。また、価値付けや励ましだけ

でなく、どのような数学的な見方・考え方を働かせているのか、児童自身が気付くことができるよ

うに声をかけていく。例えば、「どのデータを見て考えたのですか。」「根拠として複数のデータを

見ていてよいですね。」「自分の考え（友達の考え）が正しいのかデータを根拠に考えていますね。」

など、着目するポイントに児童が気付けるようにする。  

 

   （ウ）既習事項の振り返り ～掲示物の工夫～ 

    「４ 児童の実態」でも述べたが、既習内容につまずきのある児童が多い。また、本単元では、

中央値、最頻値など算数の用語が多く出てくる。そこで、既習内容をまとめた掲示物を作成する。

掲示物が自力解決の手がかりになるようにすることで、「ドットプロットの最頻値をみると、優勝

するのは･･･。」や「各クラスの平均値をみると、･･･。」など、既習内容や算数用語を使って考えた

り説明したりするなど問題解決に向けて自分の考えを作り上げていくことができると考えた。 

  

 

 

 

・分からないことがあったときに、友達や先生に相談したり、質問したりして問題解決しようと

している。 

・既習内容や算数用語を使って考えたり説明したりするなど問題解決に向けて自分の考えを作り

上げようとしている。 

・自力解決場面、自己調整しながら学習を進めようとしている。 

・自分と友達の考えを比較して共通点や相違点を見付けようとしている。 

・自分が考えたことを友達に伝える、学習や自分の思考をもう一度振り返ろうとしている。 
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（２）調整 

（ア）自分の学習状況を振り返る時間の設定 ～「○分後に正直な自分」～ 

    自力解決の場面で、自分の学習状況を振り返り、

学習進度や学習到達度などによって自分に合った

学習方法を考えながら取り組むことができるよう

にする。 

「１振り返ろう」では、児童が学習進度や学習到

達度などを把握できるように、「１気持ち」「２今ま

で学んだこと」など振り返りの視点を示す。 

「２やってみよう」では、自分にどの方法が合う

か考える視点を示す。 

右の資料のような視点を設けることで、児童が先

生や友達に相談したり自然と友達と話し合ったり

することができる。これらの活動を通して、自分の

考えをもったり修正したり、よりよい方法はないか

と考えたりすることができるようになると考えた。 

このように、問題を解決（自分の目標を達成）するために、自力解決の時間をどのように使うか

児童が振り返る場面を設けることで、自己調整しながら学習を進めることができるようになると考

える。また、自己調整しながら学習を進めることのよさを味わわせたい。 

 

（イ）注目ポイントの振り返り ～「虫めがねマーク（小）（大）」～ 

   １単位時間で「大切なところ」や「考えたいところ」などを明確にするため「虫めがね（小）（大）」

を活用する。 

発表検討場面では、問題解決をする上でどんなことに注目するとよいかを問い、一人一人大切だと

思ったところに「虫めがねマーク（小）」を貼る活動を取り入れる。また貼るだけではなく、どうし

て注目したのか理由を発表させる。これらの活動を通して、自分が考えたことを友達に伝えるととも

に、学習や自分の思考をもう一度振り返ることができると考えた。 

   また、児童の発表後に、数学的な見方・考え方に着目させて、学級全体で「虫めがねマーク（大）」 

を黒板に貼る活動を行う。全体で「大切なところ」や「考えたいところ」などを共有することで、理

解や考えが深まると考える。 

 ＜数学的な見方・考え方に着目させる発問＞ 

数学的な見方・考え方 発問例 

事象を、数量や図形及びそれらの

関係などに着目して捉える 

・どんな式（図）を使って表せますか。 

・式（図）からどんなことが分かりますか。 

根拠を基に筋道立てて考える ・どんなことを根拠に考えましたか。 

・どんなきまりがありそうですか。 

統合的に考える ・学習したことと同じ（似ている）ことはありませんか。 

・共通点は何ですか。 

・まとめていえることは何ですか。 

・いつでも使えるようにできませんか。 

発展的に考える ・条件（数や図など）を変えたらどうなりますか。 

・次に考えたい問題はありますか。 
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（ウ）活動形態や話し合いの場の工夫 

  学習内容や学習展開で活動形態や話し合いの場を工夫する。本単元では、３人組（グループ）で話

し合う時間を設けたり、黒板の前に集まって話し合いをしたりする場を設けたりする。 

３人組（グループ）での活動は、児童が自身の考えを表現しやすく、他者に説明することで理解や

考えが深まる。また、相手に伝えるために算数用語を使って分かりやすく話したり、根拠をもって考

えを伝えたりすることが考えられる。さらに、新たな気付きや考えが生まれる活動でもあると捉える。 

発表検討場面では、黒板の前に集まって話し合う場を設ける。教員や友達と近い距離で話し合うこ

とで、学習への意欲を生んだり集中して取り組むことに結びつけたりすることができると考える。 

 

（エ） 学びの可視化 ～キーワードの板書～ 

   発表検討場面で、児童から出てきた数学的な見方・考え方を板書にキーワードで残していく。児童

の発言を可視化し残すことで、常に自分や友達の考えを振り返ることができる。さらに、自力で問題

を解決したりまとめの文章を考えたりする際に、何に着目したらよいか気付かせることをねらう。 

 

７ 本時の指導（８/10 時） 

（１）本時の目標 

これまでの学習に関連して新たな問題を設定し、解決するとともに、統計的な問題解決の方法を

理解する。 

（２）本時の展開 

時 学習活動 ・支援や留意点 ◆評価 

課

題

把

握 

・

見

通

し 

５

分 

１ 問題をつかみ、これまでの学習を振り返る 

T：前回、優勝すると予想したクラスはどこでしたか。 

C：２組。 

C：３組は難しそう。 

T：優勝すると予想した以外のクラスにもいいところがあり

ましたか。 

C：あった。たくさん練習していた。 

C：いちばん跳んだクラスがあった。 

T：今日はそれぞれのクラスに賞の名前をつくりましょう。 

２ 本時のめあてを確認する 

T：賞をつくるにはどうしたらよいでしょうか。 

C：データを見る。 

C：３クラスを比べて、いい結果の出ている賞をあげる。 

 

 

３ 解決の見通しをもつ 

T：どのデータを見たら、各クラスのがんばりやよさを見つ

けられますか。 

C：各クラスの表やドットプロット、度数分布表 

C：ヒストグラムや昨日整理した表 

 

・今までの学習では優勝を予想し

てきたが、３つのクラスにそれ

ぞれ特徴があったことを振り返

らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・練習のデータを根拠にすること

を確認する。 

 

 

 

 

・第６時までに集めた表やドット

プロット、度数分布表やヒスト

グラムを活用させる。 

１組、2組、3組それぞれのクラスにどんな賞をつくりますか。 

データから各クラスの特徴を見つけて、賞の名前を考えよう。 
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自

力

解

決

15

分 

４ 自力解決をする 

T：データの中から各クラスのデータのがんばりやよさとな

る理由を付箋に書きましょう。 

１組 

C：いちばん少ない回数が５５回 

C：平均値が６２回 

C：練習回数がいちばん多い 

２組 

C：中央値が６５回 

C：平均値が６２回 

C：６５回以上の度数の割合が、５４％ 

３組 

C：いちばん多い回数が７３回 

C：最頻値が６３回 

C：練習回数がいちばん少ないけど、いい記録が出ている 

 

 

 

 

 

 

５ グループ（３人）で賞の名前を考える 

T：グループで意見をまとめて、各クラスの賞の名前を考え

ましょう。 

※Cの考えは、発表検討を参照。 

 

・各クラスのデータのがんばりや

よさとなる理由を付箋に書かせ

る。 

・付箋の色は、１組：赤、２組：

青、３組：黄にする。 

・掲示物やノートに書いてある、

それぞれのデータをもとに考え

させる。 

・学習したこと以外でも、自分で

データの調べ方を変えて賞をつ

くってもよいことを確認する。 

・手立て（１）イ 

机間指導での価値付け 

 

・手立て（１）ウ 

既習事項の振り返り 

～掲示物の工夫～ 

・手立て（２）ア 

自分の学習状況を振り返る時間の設定  

～「〇分後に正直な自分」～ 

 

・手立て（２）ウ 

 活動形態や話し合いの場の工夫 

・賞の名前はグループで考える。 

・様々な観点から考え、根拠をも

って自分たちなりの意思決定を

させる。 

発

表

検

討

20

分 

６ 全体で検討する 

T：それぞれのグループが考えた１組の賞を確認しましょう。 

C１：「平均値が高いで賞」 

  理由は、平均値が６２回で高かったからです。 

C２：「練習を１番やっていて記録がすごかったで賞」 

理由は、とんだ回数の表を見ると、練習回数が他のク

ラスよりも多く、ドットプロットを見ると、最頻値が

高かったからです。 

C３：「安定してとんだで賞」 

  理由は、ドットプロットを見ると、いちばん多い回数

といちばん少ない回数の差が一番小さかったからで

す。 

 

 

・賞の根拠として選んだデータを

明確にしながら発表させる。 

・手立て（２）ウ 

 活動形態や話し合いの場の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 



高学年－11 

 

T：いろいろな意見が出ましたね。１組にあげる賞をみんな

で決めるとしたら、どうしたらいいでしょうか。 

ここに注目して賞を決めたらよいと思うところに虫めが

ねを貼りましょう。 

C：回数の差に注目していたので、「安定してとんだで賞」

がいいと思います。 

C：「平均値が高いで賞」は、２組も平均値が６２回で同じ

なので、１組だけが高いデータを使った賞にしたほうが

いいと思います。 

 

T：２組の賞を決めましょう。 

C４：「平均値が高いで賞」 

  理由は、平均値が６２回で高かったからです。 

C５：「中央値が大きかったで賞」 

  理由は、小さい順から並べた表を見ると、中央値が６

５回でいちばん大きかったからです。 

C６：「６５回以上たくさん出した賞」 

理由は、度数分布表を見て、６５以上７５未満の個数

が１番多くて、全体で５４％と他のクラスより割合が

多かったからです。 

C：１組のときと同じように、「平均値が高いで賞」ではな

いほうがいいと思います。 

C：６５回以上の度数の割合が５４％で、ほかのクラスより

倍以上も多いので、それをもとにした賞がいいと思いま

す。 

 

T：３組の賞を決めましょう。 

C７：「最頻値賞」 

  理由は、ドットプロットを見ると、最頻値が６３回で

いちばん大きかったからです。 

C８：「最高記録賞」 

  理由は、練習の中でいちばん多くとんだ回数が７３回

でいちばん多かったからです。 

C：練習でも７３回を出せたのはすごいから、「最高記録

賞」をあげたらいいと思います。 

C：最頻値の回数が一番高いことも合わせて入れた方がいい

と思います。 

・手立て（２）イ 

注目ポイントの振り返り 

～「虫めがねマーク（小）（大）」～ 

・手立て（２）エ 

 学びの可視化 

～キーワードの板書～ 

 

 

 

 

・２組の賞を決める際も、全体

で意見を出し合ったあと、着

目する点に虫めがね（大）を

貼らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３組の賞を決める際も、全体

で意見を出し合ったあと、着

目する点に虫めがね（大）を

貼らせる。 

 

 

 

◆【思・判・表】データの特徴や

傾向に着目し、問題に対する結

論を考え代表値などを用いて判

断したり、結論や問題解決の過

程が妥当であるかどうかを別の

観点や立場から批判的に考察し

たりしている。 
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ま

と

め 

5

分 

７ まとめをする。 

T：それぞれのクラスの賞を決めるのに、いろいろな意見が

出ましたね。友達の意見を聞いて、思ったことや考えた

ことはありますか。 

C：データを見比べたり、違いをはっきりさせたりするとよ

い。 

C：これからは１つの視点からではなく、違うデータから多

くの視点で考えていきたい。 

C：データによっては、見方が変わったり、考えも変わった

りするので、いろいろな意見が聞けて勉強になった。 

 

 

 

・児童から出てきた言葉を使って

まとめる。 

・データの特徴や傾向に着目し、

理由を明確にして賞をつくって

いることを価値づける。 

 

 

（３）板書計画 

 

それぞれの特徴を見つけるには、いろいろな視点からデータを見比べるとよい。 


